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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月14日(2015.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上述した課題を解決するために、本発明のレンズ鏡筒は、レンズを保持するレンズ保持
枠と、前記レンズ保持枠を前記レンズの光軸方向に駆動するボイスコイルモータと、前記
ボイスコイルモータを保持する第１の固定部材と、前記第１の固定部材を固定保持する第
２の固定部材と、を備えたレンズ鏡筒であって、前記ボイスコイルモータは、略Ｕ字形状
を有する第１のヨークと、前記第１のヨークの前記略Ｕ字形状の内部に配置されるマグネ
ットと、四角形状を有し、前記第１のヨークの開放端を覆うように配置される第２のヨー
クと、を有し、前記第２のヨークは、前記第１の固定部材および前記第２の固定部材によ
って位置を規制されていることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズを保持するレンズ保持枠と、
　前記レンズ保持枠を前記レンズの光軸方向に駆動するボイスコイルモータと、
　前記ボイスコイルモータを保持する第１の固定部材と、前記第１の固定部材を固定保持
する第２の固定部材と、を備えたレンズ鏡筒であって、
　前記ボイスコイルモータは、
　略Ｕ字形状を有する第１のヨークと、
　前記第１のヨークの前記略Ｕ字形状の内部に配置されるマグネットと、
　四角形状を有し、前記第１のヨークの開放端を覆うように配置される第２のヨークと、
を有し、
　前記第２のヨークは、前記第１の固定部材および前記第２の固定部材によって位置を規
制されていることを特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項２】
　前記第２のヨークは、前記第１の固定部材の内壁および前記第２の固定部材の規制壁に
よって、位置を規制されていることを特徴とする請求項１に記載のレンズ鏡筒。
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【請求項３】
　前記レンズ保持枠は、コイルを有することを特徴とする請求項１または２に記載のレン
ズ鏡筒。
【請求項４】
　請求項１ないし３の何れか１項に記載のレンズ鏡筒を有することを特徴とする撮像装置
。
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